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学生の主体的活動を軸とした授業づくり
―2021 年度Ａ短期大学における実践報告―

星川　佳加・井下　べに・髙砂　朋子・代田盛一郎
� （大阪健康福祉短期大学）

はじめに
　Ａ短期大学子ども福祉学科は、大阪府堺市
の指定保育士養成施設であり、幼稚園教諭教
職課程も設置している。本学科では、他者と
の協同を含め教師・保育士として必要な資質
能力の基礎を養うことを目的とした大学独自
科目「保育基礎ゼミⅠ・Ⅱ」を開講している。
初年次教育の一環として、１年生前期に「保
育基礎ゼミⅠ」、１年生後期に「保育基礎ゼ
ミⅡ」が開講される。
　従来、本科目では教員が課題を設定し学生
に取り組ませていたが、2021 年度は「保育
基礎ゼミⅡ」の内容と方法を大幅に変更し、
学生の主体的活動を軸とした授業づくりに取
り組んだ。本稿ではこの実践について報告す
る。
　なお、本校執筆にあたり学生には「レポー
ト・コメントカード・アンケート等の研究使
用許諾のお願い」を配布し、許諾の署名を得
ている。

１．「保育基礎ゼミⅡ」の講義概要
　「保育基礎ゼミⅡ」の受講者（2021 年 10
月履修登録時点）は、１年生Ａ組 23 名、Ｂ
組 27 名の計 50 名であった。担当は従来通り
１年生ゼミ指導教員４名で行った。「保育基
礎ゼミⅡ」のねらいは「グループワークを中
心に、保育の基礎的な知識・技能を獲得し、
学習成果を発表したり、実習に活かしたりす
ることができる」とした。その内容と方法に
ついて、2021 年度前期末に学年教員で検討
を行い大幅に変更し、学生の主体的活動であ

る「プロジェクト活動」を軸とした。詳細は
後述する。
　「プロジェクト活動」開始前には、学生同
士の関係構築を促すため「クラス活動」を設
定した。両クラスともクラスリーダーを中心
に学生同士で話し合い、ダンスに取り組んだ。
「クラス活動」の最後に、クラスごとに活動
の成果を発表し合う機会を設けた。10 月末
の全学交流会に参加可能な学生はその場で発
表も行った。
　また、例年通り２年生の「総合表現発表会」
と「卒業研究発表会」の参観を組み入れた他、
２年生教員の要請を受け新たに「保育教職実
践演習」への参加（模擬保育における子ども
役）を２コマ追加した。「総合表現発表会」
での劇鑑賞は対面で行うことができたが、「卒
業研究発表会」は新型コロナウイルス感染拡
大を受けオンラインでの実施となり、１年生
は２年生のオンライン発表会の録画をオンデ
マンドで視聴した。

表１．講義計画表（修正版）

回 テーマ・内容
１ オリエンテーション
２ クラス活動①
３ クラス活動②
４ クラス活動③
５ クラス活動④（発表会）
６ プロジェクト活動①
７ プロジェクト活動②
８ プロジェクト活動③
９ プロジェクト活動④
10 ２年生　保育教職実践演習　参加
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11 ２年生　保育教職実践演習　参加
12 プロジェクト活動⑤
13 プロジェクト活動　成果交流会
14 ２年生 総合表現発表会　鑑賞
15 ２年生 卒業研究発表会　参加

　　
　受講単位について、「クラス活動」はクラ
ス別で行った。「プロジェクト活動」は両ク
ラス混合で希望する活動内容に応じて小グ
ループを編成した。「保育教職実践演習」へ
の参加はクラス別、「総合表現発表会」の参
加は合同で行った。「卒業研究発表会」は合
同で実施（両クラスとも共通の発表会動画を
視聴）した。

２．「プロジェクト活動」の背景と進行
（１）「プロジェクト活動」導入の経緯

　例年「保育基礎ゼミⅠ・Ⅱ」では、教員主
導のもと全学生が同一の内容に取り組んでき
た。2021 年度前期の「保育基礎ゼミⅠ」では、
新型コロナの影響を受け授業内容・方法の変
更を余儀なくされながらも、名札の作成と発
表、絵本の選び方（図書館の利用方法の説明
含む）、学年交流会に取り組んだ。また、こ
れまでの「保育基礎ゼミⅡ」では手袋シアター
の作成と発表、絵本研究と発表（読み聞かせ）、
乳児院・児童養護施設に関するレポート執筆
と発表、１年次の振り返り・２年次の課題設
定と発表等が実施されてきた（2019 年度後
期「保育基礎ゼミⅡ」参照）。
　しかしながら、2021 年度後期「保育基礎
ゼミⅡ」の講義計画を立案するにあたり、９
月冒頭に以下の５点の問題提起がなされた。

　　　①�今年度は新型コロナの影響で、前期
に予定していた内容を消化し切れて
いない。

　　　②�後期も新型コロナの影響を受ける可
能性は大いに考えらえるため、密の

回避、自宅課題への振り替え等を念
頭に置きながら授業計画を立ててお
く必要がある。

　　　③�「ゼミ」の特性上、多様な内容や授
業形態、教育方法が考えられる。

　　　④�前期末に企画した学年交流会の場面
では、多くの学生において、自分の
得意なこと・選んだことに対して主
体的に活動する姿が見られた。

　　　⑤�今年度は入学直後から自宅課題、オ
ンライン授業への切り替えを余儀な
くされ、前期末の時点でも人間関係
に不安を抱える声が聞かれる。例年
以上に、学生同士の関係づくりも含
めて支援する必要がある。

　　　「2021 年度　保育基礎ゼミⅡに関する
ご相談（修正版）」

（文責：星川、2021.9.9）参照

　以上の問題意識から、2021 年度後期「保
育基礎ゼミⅡ」では内容と方法の大幅な変更
を行い、「プロジェクト活動」を授業の軸と
して取り入れることが提案された。
　ここにおける「プロジェクト活動」とは、
学生自身に取り組みの内容を選択してもらう
ことで学生の主体的な活動を励ますととも
に、少人数グループでの活動を通して学生同
士のつながりの構築や深化を目指すものであ
る。少人数での活動が基本となるため、対面
授業の機会を保障しながら、いわゆる「密」（多
数の学生が一つの空間に長時間とどまる）の
状況を回避することができる。また、プロジェ
クトの活動内容によっては、分散登校や自宅
課題にも比較的スムーズに対応できると考え
られる。さらに、人間関係に不安を抱える学
生に対しては、安心して活動できる場所を用
意する等、具体的な配慮を行うことができる。
　こうした「プロジェクト活動」の特徴から、
１年生ゼミ指導教員４名で協議した結果これ
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を 2021 年度後期の「保育基礎ゼミⅡ」に取
り入れることは妥当であると結論付けられ
た。

（２）「プロジェクト活動」の進行

　「プロジェクト活動」の内容については、
過去に「保育基礎ゼミⅠ・Ⅱ」で取り組んだ
内容を土台とすることが妥当であると考え
た。例えば先述した、手袋シアターづくり、
絵本研究、乳児院・児童養護施設に関する調
査、壁面制作、手遊び等である。一方で、
2021 年度の学舎移転に伴う恵まれた環境を
活用し、学内の環境づくりや、作物の栽培、
動物の飼育、ダンスや音楽（音や動きを伴う
もの）等、様々な新しい活動も実現可能であ
ると考えられた。また、「保育基礎ゼミⅡ」
を担当する学年教員の専門性に応じた活動内
容であれば、学生の活動をより積極的に支援
できる。
　これらの検討をふまえ、各教員が２項目ず
つ活動を提案し、学生に希望する活動を選択
してもらうアンケートを実施した。2021 年
度「保育基礎ゼミⅡ」では、「野外活動」「ウッ
ドクラフト」「絵本研究」「保育教材研究（手
袋シアター等）」「音楽演奏活動」「音楽あそ
び研究」「身体表現活動」「美術表現活動」の
８つを候補として学生に提案した。また、８
項目のなかに取り組みたいと思う活動が無い
場合は、自由に希望する活動を記述できる欄
を設定した。
　アンケートを実施するにあたり、学生には
以下のように呼び掛けた。
　
　　　・�大学生の間に、どんなことに取り組

んでみたい？
　　　・�一度でいいから、思いっきりやって

みたいことは何？
　　　・�今の自分は、何をすることが楽しい？

何をしている時が幸せ？

　　　・�子どもの頃、大好きだったこと、夢
中になったことは？

　　　・�誰かと一緒なら挑戦できるかも…と
思える活動はある？

　　　�みんなの「挑戦してみたい！」「夢中
になって頑張りたい！」を一緒にかな
えましょう！
　　　　　　「2021 年度保育基礎ゼミⅡ　�

プロジェクト活動に向けて」
（2021 年 10 月配布授業資料）参照

　ほぼ全員の学生から速やかにアンケートの
提出を受けることができ、教員が候補として
挙げた活動以外にも、学生から積極的な提案
が寄せられた。また、人間関係に対する不安
等もアンケート及びその前後の聴き取りを通
して捉えることができた。
　アンケート集計と教員の話し合いの結果、
「野外活動」「保育教材」「音楽演奏」「DIY」
の４つの大グループを構成し、教員４名が各
グループの担当を受け持った。活動に際して
は、必要に応じて大グループの中でさらに少
人数のグループに分かれた。
　「野外活動」グループは、新しい学舎の環
境を生かし中庭での活動を提案し実践した
り、短大近隣の公園に校外学習に出かけたり
した。「保育教材」グループは、紙芝居や積
み木など、小グループごとに作りたい作品を
考えて制作に取り組んだ。「音楽演奏」グルー
プは、メンバーで演奏したい曲を相談し、プ
ロジェクト活動の成果交流会に向けて練習を
行った。「DIY」グループは、大学敷地内にオー
プン予定の地域交流スペース兼カフェに授業
への協力を依頼し、施設内で使用するイスの
製作や、壁のペンキ塗り等を経験させていた
だいた。いずれの活動も、保育や幼児教育の
現場において活かすことのできる能力を育成
することにつながった。
　なお、学生自身に活動を自覚的に進めて欲



神戸大学「研究論叢」第 29 号　2023 年６月 30 日

－ 70 －

しいという願いと、教員が学生の活動状況及
び出欠状況を確認、共有するという目的で、
各回、小グループごとに「プロジェクト活動
報告書」を求めた。「プロジェクト活動報告書」
は、プロジェクト名、メンバー、活動日時、
活動内容、感想・反省、次回の活動計画の６
項目から構成されるＡ４用紙１枚のプリント
である。この「プロジェクト活動報告書」は、
「保育教材」や「音楽演奏」のグループでは
有効に活用されたと考えられる。活動後に報
告書を作成することで、学生は自分たちの現
状と今後の見通しを確認することができ、主
体的に活動を進めることができた。一方「野
外活動」や「DIY」は、毎回手書きによる報
告書を作成し提出することが、活動の特性と
合わなかった。学生が活動を振り返り今後の
見通しを持つ方法、教員が学生の活動状況を
把握し共有する方法については、今後改善が
必要である。
　「プロジェクト活動」の最終回には、小グ
ループごとに取り組んできた活動を発表し合
う交流会を設定した。「音楽演奏」グループ
は合唱と合奏、「保育教材」グループは小グ
ループごとに作品紹介を行った。「野外活動」
「DIY」グループはそれぞれ活動中に撮影し
た写真や動画を使用してスライドショーや
ポートフォリオを作成し、発表した。グルー
プ内の学生同士で協力して発表に取り組む姿
が見られると同時に、他のグループの発表に
も関心を寄せる様子が見られ、学生間の交流
の深まりと広がりが感じられた。
　続いて、成果交流会に向けた全５回の「プ
ロジェクト活動」における学生の様子につい
て、「音楽演奏」グループの事例に焦点をあ
てて振り返る。

（３�）学生の様子～「音楽演奏」グループの

事例をもとに～

　「音楽演奏」グループでは、楽器演奏経験

者と未経験者の学生で構成されていた。学生
が主体となって選曲から練習計画、本番の構
想について話し合い、必要に応じて授業終了
後も自主的に練習を行い、発表本番に向けて
計画的に準備を進めていた。学生が取り組む
様子の経過について述べていく。
　はじめに音楽演奏をしていくにあたってど
の様な形態で演奏するか話し合われ、「小グ
ループには分かれずグループ全体で演奏した
い」という希望があがった。そのため選曲す
る際には、メンバーの好きな曲や思い出の曲
であることとそれぞれどの楽器を演奏するこ
とができるかということが重要視された。演
奏経験のある者は、中高での部活動として参
加した、または授業の一環で経験した「元吹
奏楽部メンバー」や「軽音楽経験者」、「邦楽
経験者」、個人的な習い事での「ピアノ経験者」
であったため、箏などの和楽器も参加可能な
アンサンブル曲が選ばれた。未経験者につい
ては、簡単な楽器であれば演奏可能であるこ
とから保育楽器での参加、指揮者としての参
加が主となった。また、話し合っているうち
に「歌も歌いたい」という要望が出たため、
発表時期であるクリスマスソングが選曲され
た。
　ここで問題となったのが楽器の調達とアン
サンブル曲の楽譜選定についてである。楽器
の調達に関して、元吹奏楽部メンバーは、自
身が所有する楽器を持参することが可能で
あったが、「軽音楽経験者」や「邦楽経験者」
は所有楽器がないため、学内にある楽器を利
用する、または楽器レンタルサービスを利用
することが必要となった。アンサンブル曲の
楽譜選定については、既存の楽譜には多人数
で演奏することを前提として演奏者パートが
多く設定されており、また、実際演奏する楽
器と楽譜内で設定されている楽器に違いが
あったため、既存の楽譜からアレンジしたり、
移調楽器用に移調したりする必要があった。
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学生は、担当アドバイザーに助言を求めなが
ら、楽器編成や移調楽譜の作成に取り組んで
いた。
　演奏楽器や楽譜など、演奏に必要なものが
揃った段階から、個別およびパートごとの練
習へ取り掛かった。楽器アンサンブルでは、
箏を演奏する学生が２名いたが、そのうち１
名は箏の演奏に興味を持った未経験者だっ
た。経験者から演奏の仕方や邦楽楽譜の読み
方を学び意欲的に練習していたが、発表会ま
での授業回数が未経験者にとっては少なかっ
たため苦戦している姿が見られた。
　一定の個別練習期間の後、徐々に全体練習
が増やされていった。初めての全体練習後に
は、合奏の難しさについての感想があがった。
吹奏楽器担当者は、ブレスの関係上緩やかな
速度での演奏が難しく、その一方で箏担当者
は初心者も含んでいたため、速い演奏は不可
能であった。そのため両者が演奏可能な速度
を模索しつつ、演奏の様子をビデオ撮影し、
演奏を改善するための意見を出し合いなが
ら、発表会当日まで積極的に進めていく姿が
印象的であった。学生からの感想からは、「で
きないところがあっても諦めずに取り組むこ
とのできる人たち」であると、お互いの努力
を認め合い、「何回も（練習を）重ねること
によってだんだん上手いこと合わせてこれて
て本番も頑張ろうと思いました。」と、充実
感と共に本番に向けての意欲を高めていたこ
とがわかった。

３．「プロジェクト活動」を終えて
　今回「保育基礎ゼミⅡ」に「プロジェクト
活動」を取り入れるにあたり、学生が活動す
ることの楽しさを実感し各種活動の方法を体
得すると同時に、例えば以下のような効果が
期待されると考えた。

　　　①�グループで活動することを通して、

より多様なつながりを構築するとと
もに、自分とは異なる他者と協同す
る機会となる可能性がある。

　　　②�テーマは教員から提案するほか、学
生自身にも考えてもらうことで、よ
り主体的な活動が見込まれる。また、
教員が思いつかないテーマを発見
し、学年全体の学びを深めることが
できる可能性がある。

　　　③�活動に加え、報告書の作成や活動成
果の報告会等に取り組むことで、文
章を書く力、他者に自分の考えを伝
える力などが育まれる可能性があ
る。これは２年時の「保育研究ゼミ」
等他科目の学びにもつながり得る。

「2021 年度　保育基礎ゼミⅡに関する�
ご相談（修正版）」

（文責：星川、2021.9.9）参照

　一つ目の効果については、十分に確認でき
たと考えられる。授業後学生に実施したアン
ケートにおいて、「ほかのクラスの子とも仲
良くなれ、完成までに時間はかかったけど楽
しかったです。」「クラスが違う子たちと協力
することはあまりないからいい機会だと思い
ました」「一つのことに協力して取り組む経
験は保育の現場に行った時役に立つと思っ
た」「大好きな音楽を、同じく音楽が好きな
人たちと一緒に協力して一つの曲を作り上げ
ていくことがとても思い出に残りました。大
変ではあったけど、みんなそれぞれ自分の楽
器と向き合えたと思います。」等の回答が得
られた。教員間の情報共有でも、普段あまり
関わることの無かった学生同士が意見を交換
したり、協力しあったり、励ましの声を掛け
合ったりするなどの姿が見られたことが報告
された。
　学生同士のつながりや協同の質については
さらなる深まりが期待されるが、普段から仲
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良くしている友人とは異なる学生とのつなが
りが生まれたこと、あるいは普段から仲の良
い者同士であってもこれまでとは異なる関わ
り合いがもたれたことに、意義があったと考
えられる。
　二つ目の効果についても確認することがで
きた。例えば、「保育教材」グループで段ボー
ルを用いた「ガチャガチャづくり」に取り組
んだある学生は、「プロジェクト活動」につ
いて「とても良い」と回答し、その理由とし
て「みんながあまり作らないであろうガチャ
ガチャを作れたから！発表の時も先生方や友
達が喜んで回してくれたし、クラスの子たち
もやっていい？って参加してくれてとても嬉
しかったから。作る時も、Ａ（仮名）とＫ（仮
名）で協力して出来たから楽しかった！」と
記述した。このグループの学生は、１年生当
時座学の授業で主体性を発揮することが難し
く、一部の教員からは授業態度に問題がある
と指摘されることもあった。「保育基礎ゼミ
Ⅱ」においても、当初は計画的に活動を進め
ることが難しく担当教員も心配しながら見
守っていた。だが、最終的には主体性を発揮
して作品を完成させ、達成感を感じるに至っ
た。
　また、「ガチャガチャづくり」というテー
マは、学生の生活から生み出されたものであ
り、教員の発想では出て来なかったのではな
いかと考えられる。幼児教育や保育において
自然との触れ合いや運動遊び等を価値づける
立場にたてば「ガチャガチャ」が「保育教材」
として適切かという疑問も想定される。だが、
保育実践は子どもたちの生活に根ざして構想
されるべきであるという立場に立てば、「ガ
チャガチャ」は立派な保育教材であるという
ことができる。さらに、少なくとも身近にあ
る素材を使って「ガチャガチャ」を作るとい
う活動は、「保育教材」を作る技術を明らか
に向上させたと考えられる。このグループの

作品である「ガチャガチャ」は、実際にレバー
を回すと玉が出てくるよう精巧に作られてい
た。この仕組みを学年での交流会で発表した
際には、他のグループの学生から感心する声
が聞かれた。
　一方で、学生の希望するテーマを実現し主
体的な活動を支えるためには、いっそう設備
や環境を整備することが重要であると考えら
れる。「音楽活動」グループの事例で述べた
通り、学生の主体的な活動を支えるために、
楽器のレンタルや楽譜のアレンジが必要と
なった。また、「DIY」グループの活動は地
域交流スペース兼カフェの方々にご協力いた
だくことで実現することができた。今後も学
生の主体的な活動を軸とした授業を展開する
際は、地域等学外との連携を含め、大学とし
て設備や環境をできるかぎり整えていく必要
がある。
　三つ目の効果については、十分に得られな
かった。特に「プロジェクト活動」を通して
「文章を書く力」を向上することは難しかっ
た。一方で、報告会においては演奏や実演、
スライドショー、ポートフォリオ等様々な形
態の活動報告がなされ、活動の総括や発表の
形式に文章表現以外の方法が有りうるという
気付きを教員として得ることができた。
　また、文章表現の土台となる豊かな外的及
び内的経験については、他の科目以上に保障
できたのではないかと考えられる。「野外プ
ロジェクトグループでしか体験出来ないこ
と、例えばカフェを作ったり、クラスの小さ
な看板を作ったりなど楽しいことばかりでと
ても良かった。」「自分達でカフェの壁を塗っ
たり椅子を作ってだんだん完成していくのが
嬉しくて横を通る度にワクワクしていまし
た。回数を重ねるごとにドライバーが上手く
なったりカフェの２人と仲良くなったりして
嬉しいことだらけでした。今も完成してカ
フェに入った時は嬉しくなります。」等の感
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想に、それぞれの学生が唯一無二の経験をし
たことを読み取ることができる。

４．「プロジェクト活動」に対する学生の評価
　大学独自科目において「プロジェクト活動」
を導入するのは初めての試みであったため、
これが学生にどのように受け止められたのか
を確認し、より学生の学びが深まる活動とな
るよう改善していく必要があると考えた。そ
こで、2021 年度末に「保育基礎ゼミⅠ」及
び「保育基礎ゼミⅡ」のなかで実践した活動
について、学生にアンケートを実施した。各
活動に対して「①とても良い」「②良い」「③
どちらかというと良い」「④普通」「⑤どちら
かというと悪い」「⑥悪い」「⑦とても悪い」「⑧
その他」の選択肢を用意した。

　アンケート結果は図のとおりである。学生
の主体的活動を軸として行った「保育基礎ゼ
ミⅡ」の「プロジェクト活動」に関する結果
のほか、比較のため「保育基礎ゼミⅠ」にお
いて教員から活動を提案し実施した「名札づ
くり」「絵本の探し方」に関するアンケート
結果も併記する。
　この結果からわかる通り、活動に対して「と
ても良い」「良い」「どちらかというと良い」
と答えた学生の総数は、「名札づくり」（86%）
や「絵本の探し方」（78%）に比べて「プロジェ
クト活動」（91%）の方が多い。９割を超え
る学生が「プロジェクト活動」を肯定的に評
価したことは特筆に値する。
　また、「プロジェクト活動」に対しては「ど
ちらかというと悪い」等のネガティブな評価
をした学生が０人である点にも注目したい。
2021 年度は年度開始早々に自宅課題・オン
ライン授業への切り替えを余儀なくされたこ
ともあり、2021 年度入学の学生からは様々
な不安や不満の声が聞かれていた。こうした
状況の中で「プロジェクト活動」に対して否
定的な評価がなされなかったことの意味は大
きいと考えられる。
　一方で、「プロジェクト活動」に対して「普
通」と回答した学生からは、「特にやりたい
ことも無かった」「違うことをやればよかっ
た」という感想も提出された。「悪い」と評

図１．プロジェクト活動に対する評価

図２．名札づくりに対する評価

図３．絵本の探し方に対する評価

プロジェクト活動

●①とても良い ■②良い

•③どちらかというと良い•④普通

•⑤どちらかというと悪い■⑥悪い

●⑦とても悪い ■⑧その他

名札づくり

■①とても良い ■②良い

■③どちらかというと良い■④晋通

■⑤どちらかというと悪い■⑥悪い

■⑦とても悪い ■⑧その他

絵本の探し方

■①とても良い ■②良い

■③どちらかというと良い■④晋通

■⑤どちらかというと悪い■⑥悪い

■⑦とても悪い ■⑧その他
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価するほどではなかったものの、活動内容に
満足できなかったことが伺える。学生のやり
たいことを大学の教育の中でどこまで、どの
ように実現することができるのか、さらなる
検討が必要である。

おわりに
　2021 年度後期に開講された「保育基礎ゼ
ミⅡ」の「プロジェクト活動」では、学生か
ら取り組みたいことを聴き取り、学生の希望
する活動を軸としてクラスの垣根を越えたグ
ループを編成し、教員はアドバイザーとして
活動を支えた。各グループにおいて学生たち
自身が具体的な活動を設定し、協同して進行
する姿が見られた。授業の最後には各グルー
プの活動成果を交流する会を設けた。グルー
プ内で学生同士の関係構築が進むと同時に、
他のグループの良さを発見し伝えあう姿も見
られた。学年全体に楽しく安心できる雰囲気
を醸成することで、他科目も含め登校意欲や
学習効果の高まりも感じられた。学生の主体
的な活動やモティベーションを可能な限り支
えるための設備や環境整備の重要性にも改め
て気づかされた。
　こうした取り組みの土台には、2021 年度
前期に開講された「保育基礎ゼミⅠ」に対す
る反省があった。2021 年度前期「保育基礎
ゼミⅠ」では、新型コロナウイルスの影響を
受け自宅課題・オンライン授業の導入を余儀
なくされた。自宅課題で「名札づくり」を進
め、オンラインで名札の発表会を実施した。
人によって裁縫の得手不得手があるなかで全
ての学生に「名札づくり」の自宅課題を課し
てしまい、裁縫が得意な者にとっても、苦手
な者にとっても、良い学びの機会を提供する
ことができなかった。対面授業再開後は、夏
に実施される保育実習Ⅰaを想定して「絵本
の探し方」のレクチャーを行った。学生も実
習に向けて準備をする必要があったため比較

的熱心に受講していたが、他者との協同を含
めた教師・保育士として必要な資質能力の基
礎が養成できたかという点には疑問が残っ
た。
　2021 年度前期末、例年４月に実施してい
る学科での新入生交流会が中止となったた
め、「保育基礎ゼミⅠ」のなかで学年交流会
を実施した。学年交流会とそれに向けたクラ
ス活動では、多くの学生が自身の好きなこと
や得意なことを活かして主体的に活動する様
子が見られた。また、普段仲良くしているグ
ループやクラスの違いを超えて、声をかけ
あったり一緒に写真を撮ったりと、積極的に
交流する様子が見られた。
　後期の「保育基礎ゼミⅡ」に向けた準備を
進めるなかで、新型コロナの影響が引き続き
考えられる状況で授業が自宅課題やオンライ
ンに変更となる可能性も想定しつつ、どの学
生にとっても豊かな学びを保障できる授業の
構想が必要ではないかと考えた。その際、そ
れぞれの興味や得意を生かしながら学年交流
会にかかわる学生の姿が手掛かりとなった。
学生自身が学びたい、やってみたいと感じ主
体的に活動できるとともに、「保育基礎ゼミ
Ⅰ・Ⅱ」の目的である保育の基礎的な知識・
技術の獲得につながるような授業内容を構想
することが、学生の豊かな学びにつながるの
ではないかと考えた。
　このように、大学の一科目においても計画・
実践・評価・改善を通してより良い授業を追
求することは重要である。また、大学教育に
おいても教員が学生の姿から授業を構想する
ことは必要なことである。2021 年度「保育
基礎ゼミⅡ」を受講した学生たちの姿や声か
ら、その重要性と必要性を改めて知ることが
できた。
　大学教育において「主体的な学び」が求め
られるようになって久しい。本稿は実践報告
のため「主体的」「学び」等に関する十分な
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検討や概念規定は行っていないが、学生が
「やってみたい」「楽しい」と思える活動に対
して自ら積極的に関わること、またこうした
活動を通して他者と関わり合い、変容してい
くことを捉えることができた。学生の主体的
な活動を軸とした授業づくりは、大学教育に
おいても一定の有効性を持つものと考えられ
る。
　大学独自科目は他の科目と異なり学習内容
が詳細に規定されているわけではない。その
ため、学生自身の学びたいこと、取り組みた
いことを実現する可能性を持っている。今後
もこうした機会を活用し、学生の主体的な活
動や学びを応援していきたい。
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